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 標記の件について、下記の通り報告いたします。 

 

記 

 

名 称 特別食品配布会 

期 間 令和4年3月29日～9月21日 

場 所 フードバンク山口各拠点 

目 的 定例の食品配布会に参加できない困窮者への食品提供 

内 容 【概要】 

整備した低温冷凍車を用いた食品の運搬を実施。平時の供給以外の食品を用

意することで、各拠点で通常開所日に追加した日程で特別配布会を行った。 

【協力】 

深川養鶏農業協同組より、330品220㎏の食品提供を受けた。 

1回目：272品 162㎏ 2回目：58品 58㎏ 

 

【日程・会場】 

3月29日 深川養鶏農業協同組合： 1回目の食品提供を受領 

※同日同会場にて低温冷凍車の出発式を開催 

3月30日  やまぐちステーション、ほうふステーション、しゅうなんステー

ション 

3月31日 ひかりステーション  

4月3日 宇部地区 

4月4日 はぎステーション 

4月21日 下関地区 

7月5日 深川養鶏農業協同組合：2回目の食品提供を受領 

7月28日 下関地区、下関で活動する子供食堂団体を直接訪問 

9月21日 しゅうなんステーション、ひかりステーション 

※2回目の受領分の在庫を抱えるやまぐちステーションでは随時開催。特別配

布会1回として計算。 



 

【添付資料】 

・出発式チラシ 

 

成 果 【実施回数】 

各拠点の合計で11回 

 

【配布食品】 

深川養鶏農業協同組より提供のあった冷凍食品 330品220㎏ 

 

【食品提供先】 

子ども食堂等 述べ115団体（登録・非登録を問わず） 

※受取団体として未登録の団体は、提供時に登録を促した。 

所 感 これまで出来ていなかった低温度帯食品の拠点間食品運搬を実施できた。 

各拠点においても、平時の供給以上の食品を受け取ることで、追加の食品

配布会を開催することが出来た。 

 

それぞれの拠点で「通常とは異なる日程の開催してくれて助かる」との受

け取った団体からの声があがったようで、当初の課題設定が間違っていなか

ったことが把握できた。今後は特別配布会に限らず、受取団体が日時を選ば

ずに食品を受取に来ることができる環境の整備が必要であることを再認識し

た。 

 

 



（関連写真） 

 


